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250年におよぶロシア帝国主義との闘

い 

 中央ヨーロッパは 250年以上にわた

り一つの共通の問題と格闘してきました。160年前、ポーランド人、ウクライナ人、リトアニア人、ベラルーシ

人は、ロシア皇帝の専制政治と帝国主義に抵抗し共に蜂起を起こしました。今日はウクライナを支援する

ために結束しています。  

 私はポーランドの首都ワルシャワに住んでいます。ワルシャワは、現在はプーチンに付き従っているベラルーシ

の国境沿いの都市ブレストから直線距離にして 150 km 程です。  

 過去 250年間にわたり数十年おきに、ロシア人は帝国主義の懲罰遠征を行い、ブレストからワルシャワ

へと進軍してきました。ポーランド人を打ちのめし、ポーランドを永久に消し去るためです。その度に、かつては

戦争用の重厚な馬車で、20世紀からは戦車で行軍してきました。筋書きはいつも決まっています。―焼い

て、殺して、強姦する。ポーランドの知識階級を惨殺する。シベリアの収容所へ送る。カティン、スタロビルス

ク、オスタシコフに埋める。子供、機械その他持ち去れるものはすべて持ち去る―といった具合です。 

 ポーランドが十数回におよぶ東側からの帝国主義的侵攻から立ち上がり、ポーランド人が自らの国、人

口、教育、文化、言語を復興し、信仰を深めたことは驚嘆に値します。これらすべては計画的に破壊された

からです。 

 この 250年間、ロシア人による我が国への帝国主義的侵略は、しばしばドイツ人の合意の基に行われて

きました。これまでに 4度、ロシア人とドイツ人は共謀してポーランドを分割しています。まず、1795年から

1918年にかけて 123年もの間ポーランドを分割支配し〈3回にわたり行われたポーランドの三国分割〉、第

二次世界大戦前夜にはまたもやヒトラーとスターリンが手を組み、1939年 9月にドイツとロシア〈ソ連〉でポー

ランドを分割する協定を結びました。対戦末期にワルシャワ蜂起が始まると、ロシア人はベルリンへの進撃を

停止し、ドイツ人がじっくりと蜂起を生き延びた住民をも抹殺し、首都を灰と化すまで滅ぼすことができるよう

傍観していました。旧市街および王宮を含めたワルシャワの美しい中心街が、戦後ポーランド人によって復興

されたものであることは余り知られていません。1945年にロシア人はこの都が平らになるまで待ち続けていまし

た。 



 ワルシャワとプーチンのベラルーシを隔てるこの 150 kmには、私の高祖父、曾祖父、祖父たちが体験した

であろう葛藤のようなものが今も尚漂っているように感じます。闘い、帝国主義に抵抗するか、降伏し、自ら

の土地を差し出し、殺戮と強姦に甘んじるか、（1945～89年にポーランドがソビエト圏の一部として自国の

富をソビエトのロシアに搾取されたような）屈辱的な強制合意ではなく、いわゆる「通常の」ビジネスか何ら

かの協力を模索することができるか。頭を上げ抵抗し、守り、戦いに挑むか、それとも言いなりになるか。 

 こうした葛藤を抱えてきたのはポーランド人のみではありません。リトアニア人、ラトビア人、エストニア人、ベ

ラルーシ人、ウクライナ人、チェコ人が 250年間抱えてきたものです。160年前の 1863年 1月、多くの蜂起

のうちの一つが起こりました。ポーランド人、ウクライナ人、リトアニア人、ベラルーシ人がともにロシアと闘いまし

た。それまでに散々行われてきた蜂起と大差ないものでした。1年半の戦いの後、多くの犠牲を出した後、

ロシア人は生き残りをシベリアに流刑しました。蜂起はその後も起こっては犠牲者を出し、また起こる―私た

ち諸国の運命はこのように定められていました。 

 私たちが今結束し、ウクライナの人々を最大限支援しているのはこのためです。避難民はポーランドの一

般家庭に迎え入れられたため、難民キャンプは設営する必要さえありませんでした。政府は即座にポーランド

人と同等の社会福祉、教育、医療などを受けられる権利を保障しました。このために、ウクライナに自国の

武器を供与し、他国にも軍事支援の圧力をかけているのです。かつての共和国諸国が結束し、250年間

数十年おきに繰り返されてきたように、帝国主義の専制国家ロシアに抵抗する現在、NATO そして欧州に

責任ある真の同盟国を求めます。  

 今日、侵攻されたウクライナへの支援は世界中の全文明国家に課せられた義務です。 

エリック・ミステヴィッチ 

 本文は国家記銘院（IPN）とポーランド国家基金（PFN）共同で実施されている歴史企画の一環と

して、ポーランドの評論誌『最も大切なことのすべて』に掲載されました。 

 

 

 


